
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３号 平成 29 年６月 中野市教育委員会 

第２回統合準備委員会では、委員長の互選と 

部会長の指名などを行い、新委員長兼総務部会長に、 

豊井小学校長の池田幹男さんが互選されました。 

また、引き続き各専門部会が開催されました。 

協議した内容や主な意見等は、 

以下のとおりです。 
 

 

中野市豊田地域小学校統合準備委員会だより 

・・平成 33年４月の開校目指して・・ 

 

○協議内容 

 ⑴ 学校施設整備について：学校施設整備の課題について検討した。 

 

○主なご意見等 

・校舎は建築後、47年目を迎えており、老朽化が進んでいると思われるため、建物すべて、改築でなく新築

してほしい。 

・小学校の体育館の天井は低くても良いが、中学校の体育館は高い方が良い。 

・グラウンドでの中学生の部活、小学生の遊び場の確保はできるか。 

・駐車場のスペースが狭い。昇降口前の駐車が危険なため、場所の確保が必要ではないか。 

 

○今回のまとめと次回の検討事項 

・様々意見要望が出されたので、論点をまとめ、次回対応策を含め検討することとした。 

・次回は、校名についても検討することを確認した。 

 

 ◆総務部会◆      期日：５月 30日（火） 会場：豊田公民館 

 

 

第２回統合準備委員会及び第３回専門部会を開催しました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

○協議内容 

 ⑴ PTA会則等について（PTA交流事業について協議）：ＰＴＡ交流事業の実施の有無について検討した。 

 

○主なご意見等 

・PTA 交流事業を実施すると会議や準備に時間も掛り、役員の負担が多くなるので、必要ない。 

・統合するのだからスムーズにスタートできるように交流事業は必要と思う。 

・PTA に捉われず、地域での交流でも良いのではないか。（育成会や冒険クラブと一緒に） 

・各学校で、学年ごとに交流会事業について諮り、その結果を持って、再度、協議したらどうか。 

 

○今回のまとめと次回の検討事項 

・交流事業について、学年ごとの実施の必要性について、現ＰＴＡ役員会に 

・意見聴取し、次回その結果により検討することとした。 

 

○協議内容 

⑴ 通学方法等について：通学方法のスクールバス利用は、距離で決めるか、行政区ごとの道路事情等に 

より決めるか検討した。 

            また、スクールバス利用の際は、途中下車により歩くことを行うか検討した。 
 

○主なご意見等 

・子ども達には歩かせたいが、家に帰ってからの宿題の時間や余暇の時間も大事にしてほしいため、通学も 

無理がないように、スクールバス・路線バスの使用も必要だと思う。 

・スクールバスの利用については、距離よりも、地区ごとがよいと思う。図面では、上り坂、下り坂が 

分からないので、現地も見て確認してほしい。 

・歩くことも大事で、健康、体力づくりも大事だが、道路の状況、季節により危険な箇所もあるので、安全

に歩けるよう道路改良してほしい。 

 

○今回のまとめと次回の検討事項 

・行政区ごとに、通学方法を検討することとする。 

・次回、実際に行政バスに乗車し、時間、距離、危険個所の確認等の現場確認を実施し、課題の整理を行う

中で、具体的な通学方法を検討することとした。 

・豊田中学校に行くまでの急な坂については、以前から市へ改善するようお願いしてあるので、この部会 

では、この件について協議しない。 

 

 ◆通学・安全部会◆    期日：５月 30日（火） 会場：豊田公民館 

 

◆地域・PTA部会◆     期日：５月 30日（火） 会場：豊田公民館 

 


